
（仮称）津市久居ホール
平成３０年度から
いよいよ工事着工！

■開催概要
会議名 第７回（仮称）津市久居ホール建設検討委員会
日 時 平成30年2月27日（火）14：00～16：30

場 所 津市本庁舎６階６１会議室
出席者 検討委員４名、アドバイザー、支援業者及び事務局

（仮称）津市久居ホール管理運営検討委員会第９号
発行月 平成30年5月

前回８月の建設・管理運営検討委員会後の取組

について、また前回の委員会からの変更点について
事務局から報告がありました。

説明に対し、下記のような意見が出ました。

・会議室の形があまり良くないので、後ろの方は物
置スペースになってしまうのでは。市民サービス
コーナーと会議室の位置が逆なら良いのでは。◎前回、検討委員会からの動き

1階北側入口に位置している会議室について、事
務局から説明がありました。

○地元自治会との調整の中で、どうしても会議室が
欲しいという要望があり、行政機能としての会議
室が必要。

○指定管理者による運営を前提として計画を進めて
いるので、市民サービスコーナーと、久居ホール
サービスセンターの連携を最優先し、また守秘義
務の観点から今の位置となった。

（仮称）津市久居ホール建設検討委員会

◎位置と用途変更の趣旨

会議室の位置について

事務局から、この施設は、合併20事業のひとつ
として旧久居市民会館に代わるホールという側面
を持つ事こともあり、久居地域での公募・選定を
検討していることについて、意見が求められまし
た。

・会議室設置により大幅に面積が減少した久居ホー
ルサービスセンターに劇場を十分に機能させるだ
けの人員が入るのか検証が必要。

・入口に閉鎖的な空間ができてしまっているという
意味でも、この位置ではなくてはならない理由が
薄弱。当初のプランならば拡張が必要な際に会議
室をバッファゾーンに使うことができる。

■開催概要
会議名 第8回（仮称）津市久居ホール管理運営検討委員会
日 時 平成30年2月28日（水）10：00～12：00

場 所 津市本庁舎６階６２会議室
出席者 検討委員３名、アドバイザー、支援業者及び事務局

H29年8月9日 建設検討委員会及び管理運営検討委員会

H29年10月30日 駐車場用地取得完了
地権者の理解が得られたことから、市議会
臨時会を開催し、議決となり全ての用地が

任意取得により完了。また、建設工事予算
を計上

H29年11月13日 定例記者会見にて、スケジュールや施設概
要を発表

H29年11月20日 建築・電気設備・機械設備の工事発注公告

H30年1月29日 一般競争入札の結果、
建築： 日本土建・アイケーディJV

(3３億8,629万6,800円)
電気設備：中央電気工事・カンキョーJV

(8億4,342万6,000円)
機械設備：ダイダン・カンキョーJV

(6億9,186万9,600円)
を落札者として決定し、後日、仮契約締結

H30年2月26日 市議会臨時会で議決、本契約

4月着工、2020年１月末の完成、6月の併用開始を目指す

H30年3月17日 工事着手に向けて地元説明会

施設の名称について

説明に対し、下記のような意見が出ました。

・公募だと、愛称に近いものが出て来るのではない
か。愛称にすると、身近に感じてもらえる。

・名は体を表すという事もあるので、一番その館の
事を分かっている設置自治体が責任をもってその
施設の趣旨に見合った施設正式名称を付け、市民
に愛称を公募した方が良いのではないか。

・久居地域からの公募になると、市内の他地域の人
達は疎外されたような思いになるのではないか。
合併しても津市に変わりないので、公募するので
あれば全市を対象として、久居地域の人に審査員
の一人として入ってもらってはどうか。

・今後ボランティア団体等が立ち上がったときに、
共有スペースとしてうまく活用して欲しい。

・地域の人達にも思い入れがあるので、ある程度久
居地域の方の意見は収集して欲しい。

・津市全体の税金で賄われているという事も踏まえ
ると、市民全体に意見を聞いた方が良い。

・全市的な公募を行い、その中からいくつか選んで、
久居地域の方々に投票してもらう方法もある。



（仮称）津市久居ホール建設検討委員会事務局
（仮称）津市久居ホール管理運営検討委員会事務局
津市スポーツ文化振興部文化振興課 文化ホール施設担当
〒514-８６１１ 津市西丸之内２３番１号
電話 059（229）3202 FAX 059（229）3３44
Email; 229-3250@city.tsu.lg.jp

右記までご意見ご感想をお寄せください。
また、津市ホームページもご覧ください。

～地域をつなぐ開かれた独自性のある文化芸術の創造拠点～

◎前回の検討委員会からの主な変更点

管理運営計画について

第８回（仮称）津市久居ホール管理運営検討委員会

室の名称について

提案に対し、下記のような意見が出ました。

・色々な事業分類があるので、市と指定管理者の棲
み分けを公募する際にきちんと提示しないと、応
募する側もプランが作り難い。

・民間等に指定管理を任せる際に、そこまでの意見
が市から出せるのか。市の職員が指定管理者に逐
一意見を出すのは契約行為から外れてしまわない
か、非常に心配である。

第７回（仮称）津市久居ホール建設検討委員会

・防音効果が高いバンドルームは、バンド活動の人
だけでなく、音の大きい楽器や管楽器の方も使わ
れるだろう。今の名称だとそういった方が使えな
いと思わせてしまうのではないか。

・「戦略企画会議」というのは、何かとても圧の強
いチェック機関の様に聞こえる。もう少し応援団
のような助けとなる外部の力が入った方が良い。

・市民サービスコーナーに市の職員が入っていて、
市と指定管理者が一緒になって運営していくとい
う話だが、本当に市の方にそのような人材がいる
のか、危惧する部分である。

○整備基本計画と管理運営計画書の関連付けを整
理し、組み換えを行い、また事業分類の整理を
行った。

○休館日は、以前は市内他施設と重ならない様に
水曜日としていたが、週末の仕込みなどの期間
を確保し、また貸館の利用率が高い津リージョ
ンプラザと重ならない様に、火曜日とした。

旧名称 現名称 変更の意図

スタジオ
多目的アート

ルーム
実演芸術だけでなく、色々
な方が公平に使えるように。

練習室１・２
ミュージック
ルーム１・２

生楽器の演奏を対象とした
防音設備のある練習室とし
て整理した。

練習室３ バンドルーム
ドラムやアンプ等大音量の
演奏を対象とする練習室と
して分かり易く整理した。

ピアノ庫2 ピアノルーム
練習用に貸部屋として開放
する為変更した。

創作工房 アトリエ
今から利用する世代が受け
入れやすい名称とした。

市民活動室
体験交流室
マルチルーム

カルチャールー
ム１・２・３

目的を分けず、様々な市民
活動や文化交流に利用でき
るように。

楽屋兼会議室
ミーティング

ルーム
市民が受け入れやすい名称
とした。

・スタジオが多目的アートルームとなると、劇場法
に基づく施設という観点から重要な「創造性」の
ニュアンスがなくなってしまう。

・専用展示ギャラリーは「ギャラリー」だけで良い
のではないか。使用の限定を意味するような言葉
は抜いた方が良い。また、パンフレット等で英訳
した時にはどうなるのか。「専用展示」という言
葉は非常に違和感がある。

報告に対し、下記のような意見が出ました。

○前回までは、利用者、有識者、指定管理者、市
職員で構成される「管理運営検討会」を設置し
て定期的に会議を開催するとしていたが、市の
文化行政に係る理念を指定管理者に伝え、適切
な管理運営に務める為に（仮称）戦略企画会議
を月１回開催する事とした。

・劇場法に基づく施設としての記載が、以前から修
正されて抜けている部分が多く、建築としても管
理運営としてもそれがきちんと示せるのか問題で
ある。

建設検討委員会
平成30年2月27日

事務局から、室の名称について下記の名称を基本
として条例制定を行っていく旨の報告がありました。


